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研究成果の概要（和文）： 

 バルセロナ拡張計画（1859 年）を作成した土木技師イルデフォンソ・セルダは、自身の計画

理論を一連の理論書に著した点で、当時のプランナーと一線を画す。最大の書である「都市計

画の一般理論」（1867 年）の読解により、前著は綿密な街路と街区の構成理論や交通ネットワ

ークの分析、具体的な都市事業を実現するための財政的手法を主要な計画理念とする、世界最

初期の総合的な都市づくりの著作であることが明らかとなった。それらのテーマはバルセロナ

の拡張計画前後から各論として論じる中で明確化されていった。 

 

研究成果の概要（英文）： 

“General Theory of Urbanization” written by the Spanish civil engineer Ildefonso Cerdà in 1867 

can be placed as one of the oldest comprehensive and unique planning theories in the world in that 

he continued to publish his theoretical concept for a new doctrine, which he called “urbanization”. 

The inclusive study on his General Theory was done, and the results can be described as follows; 

the main themes were the gradual composition of street-block, the road network analysis and 

financial and technical methods that would help contribute to the realization of urban projects. Each 

theme had been specified in discussing the particular theory written around the Extension Plan for 

Barcelona proposed in 1859.  

 

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 1,200,000 0 1,200,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

2009 年度 700,000 210,000 910,000 

年度    

  年度    

総 計 2,600,000 420,000 3,020,000 

 
 

研究分野：工学 

科研費の分科・細目：建築学 都市計画 建築計画 

キーワード：イルデフォンソ・セルダ 「都市計画の一般理論」 スペイン バルセロナ 街

区 都市形成 

 
 
１．研究開始当初の背景 

スペインの諸都市は伝統的に高密度でコ
ンパクトな都市居住を実現してきた。都市部

は、かつて城壁に囲まれていた歴史的市街地
の外側に、整然とした格子状の〈拡張地区〉
と呼ばれる計画市街地を有するところが多
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い。これは 1859 年に土木技師イルデフォン
ソ・セルダによって計画されたバルセロナ拡
張整備計画を嚆矢とし、彼の計画理論がやが
てスペイン全般に広まっていった結果であ
る。セルダによるバルセロナの拡張計画はパ
リのオースマン計画、ウィーンのリング計画
と並ぶ欧州三大都市計画のひとつとして知
られており、近年、欧州において、その計画
理論の革新性に対する再評価の気運が高ま
っている。しかし、わが国では、セルダの計
画理論を詳細に検証した学術論文は皆無で
ある。 

スペインの〈拡張地区〉の多くは当初の計
画理念とは異なり建て詰まりが進行してし
まい、現在でも居住環境に恵まれない住戸が
存在する。しかし廃屋がほとんどなく、大規
模な再開発によるオープン・スペースの創出
や住宅街区の新たな建設は原則的に望めな
い。 そうした市街地においては、建造物の
全面的な建て替えによらない、住み続けなが
ら環境を改善する方法がとられてきた。この
点において、わが国の木造密集市街地の環境
改善が学ぶ点は多い。 

 

２．研究の目的 

 本研究はスペインにおける〈拡張地区〉の
計画理論と実際の空間形成メカニズムに着
目し、以下の 3 点を目的とする。  

① イルデフォンソ・セルダ著『都市計画の
一 般 理 論 』（ Teoría General de la 

Urbanización）（1867 年出版）に記述さ
れた計画理念を現代的視点から解読し、
その普遍性・革新性を明らかにすること 

② 各都市における拡張地区プランを解析
し、セルダの理論のスペイン諸都市への
伝播の実態を明らかにすること  

③ 街区の管理運営ならびに更新手法の実
態を把握し、既成市街地としての〈拡張
地区〉が抱える都市整備上の取り組みお
よび問題点を明らかにすること 

 

 

３．研究の方法 

 上述した目的に応じた研究の方法を以下
に記述する。 

 目的①に関して、スペインにおける先行研
究の成果に基づき、まずは『都市計画の一般
理論』原著の内容把握・読解を行い、次にそ
の重要な計画理論部分を分析する。『都市計
画の一般理論』はスペインにおいて最初の近
代都市計画理論に関する著作である。そこで
は都市の発展が継続的なプロセス（＝都市化、
urbanización）として認識され、科学的分析（交
通流の技術的解決、居住に関して衛生施設の
優先、土地の合理的な分割、社会的な必要性
に関する統計など）に基づいた合理的な理論
の適用として、都市計画プランが位置づけら
れていた。比較対照として、わが国における
市街地再開発事業の仕組みを念頭に置きつ
つ、セルダの計画理論の特質を明らかにする。 

 目的②に関して、バルセロナ拡張計画をは
じめとして、その計画の名称に〈拡張地区〉
を有する市街地拡張プランを複数取り上げ、
その物理的空間の構成手法について分析す
る。また、セルダの計画理論の適用に際する
行政的・経済的諸議論を分析することで、彼
の理論がスペイン国内においてどのように
受容されていったのかを明らかにすると同
時に、いかにして都市建設の財源を確保して
いったのかを明らかにする。当時、事業負担
と開発利益の問題はフランス第二帝政のオ
ースマンのパリ改造事業においても問題に
なっており、重要な問題として一般的に認識
されていた。スペイン国内におけるいくつか
の先行研究がこのテーマについて論じてい
るものの、依然として仮説の段階で留まって
おり、実証されるには至っていないのが現状
である。 

 目的③に関して、既往の行政文書の読解な
らびに現地での専門家へのインタビューを
行う。特にグリッド市街地（拡張地区）の環
境改善を目的に 1996 年に設立された開発公
社（Promoció Eixample, S.A.; PROEIXAMPLE）
でのヒアリングを重視する。 

 

研究の背景 

1) オフィスビルの林立と住宅地の

細分化・ミニ開発の進行 

2) 建造物の全面的な建て替えによ

らない居住環境改善手法の必要性 

3) 再評価の高まるイルデフォン

ソ・セルダの都市計画理論 

4) 既往研究の不在 

1) セルダ著「都市計画の一般原理」

を解読し、その革新性を現代的視点

から明らかにする 

2) 計画理論のスペイン諸都市への

伝播の実態を明らかにする 

3) 現在の街区の管理運営、更新手

法の実態を把握し、都市再整備上の

利点・問題点を考察する 

研究の目的 



 

 

４．研究成果 

(1) 『バルセロナの改造および拡張計画』
（1859 年）の後、間をおかず発表された『拡
張地区および市街地改善に関する経済計画』
（1860 年）において、セルダは「平等性」す
なわち開発に際する「受益と負担の公平な配
分」を基本指針に据えながら、あらゆる都市
改造は開発利益に応じて出資されるべきで
あることを定めた。隣り合う地権者が新たに
創出された街路に起因する土地および建物
の増価を享受する場合、その地権者こそが整
備の資金を負担するべきであるとしたので
ある。 

 

(2)「経済計画」は一度として承認されず、セ
ルダの理論そのものが忠実に制度化される
ことはなかった。とはいえ、セルダは著書『拡
張地区についてのいくつかの緒言』（1861 年）
において市街地整備に際する区画整理の理
論ならびに手法を発表し、実践的な街区形成
に乗り出した。補償制度と土地区画整理の技
術こそが、地権者の受益と負担の公平な配分
を達成し建設可能な土地を獲得するために
提案した手法であった。 

 

(3) セルダは、バルセロナ拡張計画の承認後
も精力的に各種の論文を発表し、独自の都市
形成理論を発展させていく。その集大成が
1867 年に出版された『都市計画の一般理論』
である。同書は、「動くこと」と「留まるこ
と」が人間にとって欠かせない行動であると
の認識のもと、科学的分析（交通流の技術的
解決、居住に関して衛生施設の優先、土地の
合理的な分割、社会的需要に関する統計な
ど）に基づいた都市形成理論を掲げていた。 

 

同書は全四巻で構成されている。その第三巻
において、セルダは都市の構造的な識別（地
区、郊外、中心部）およびそれらの相互関係、
とりわけ中心部を構成する要素についての
分析を行っている。都心部を構成する第一の
要素として「街路」vías を位置づけ、街路の
間- intervías –の存在として「街区」を識別し
た。そしてこの都市の単位を反復することで、
移動の観点からも平等な都市空間が完成す
るとする。セルダ理論の中で最も革新的な論
点を提示している部分といえるだろう。 

 

(4) セルダの計画理論は、物的な空間をいか
に計画するかという視点だけではなく、プラ
ンの実現を支える具体的な手法として区画
整理の手法を提案し、地権者の受益と負担の
配分を定めた。彼はスペインの都市計画理論
を、一般的に近代都市計画の端緒として考え
られているドイツのそれより数十年も早く
進歩させたのであった。実際、わが国の区画
整理手法にも強い影響を与えたアディケス

法が導入されるのは 1902 年まで待たねばな
らなかったのである。また、セルダが構想し
た空間モデルを支えたのは平等性という概
念であった。上述の権利関係の平等から、街
路・街区へのアクセスに至るまで、その考え
が徹底されている。 

 

(5) セルダの著書に見る各種理論の継承関係
は、主に新たな造語を生み出すことで洗練さ
れていくプロセスを辿った。特に重要だった
と考えられるのが「都市建設理論」TCC から
「都市の道路ネットワーク理論」TVU に至る
ときであった。物的な対象として名詞として
の「都市」ciudadを術語として用いていたTCC

に対し、TVU では形容詞としての「都市」
urbano を用いることで、より総合的な視点を
盛り込んだ新世紀の都市のあり方を提示す
ることに成功した。この urbano の概念の導入
があり、それとともに財政政策を踏まえて継
続的なメカニズムとして理論を発展させた
ため、同じ語源を有する都市化＝ウルバニサ
シオンの単語が紡ぎ出されたと考えられる。 

 

(6) 事業の進め方については、「移行」と「譲
歩」の考え方を導入したことで、元来の構想
に固執しない柔軟な内容の修正ならびに理
論の展開が可能となった。様々な経緯で当初
の計画とは大きく異なる姿となった現在の
バルセロナであるが、それでも当時のセルダ
の理論の痕跡を明確に読み取ることができ
るのは、彼が情勢の変化を読み取り、それに
提案の形態を細かく変化させながら適用し
ていく術に長けていたことも大きく影響し
ているものと考えられる。 

 

(7) セルダの計画理論は、ハワードによる田

園都市構想やアディケスの土地区画整理手

法の発表より数十年先んじており、当時の一

般的な建築家のように造形的な空間を希求

する立場から離れ、総合的な都市形成の理論

書となっていた。また、スペイン他都市の計

画図ならびに文書の分析から、セルダが執筆

した理論書の存在こそが、街区を均等に繰り

返すグリッド市街地の形成を他の都市にお

いても押し進めたことが明らかとなった。 

 

(8) 1864 年の市街地拡張法、セルダによる

1867 年の「都市計画の一般理論」の出版によ

り、拡張地区形成の概念はスペイン各地へと

伝播していく。セルダ計画の影響を最初に受

けたのは、カルロス＝マリア・デ・カストロ

だった。カストロは、1855 年にセルダのバル

セロナ拡張地区の草案に関する報告書を知

り、そこで示された街区パターンを参考に

1857 年にマドリード拡張地区草案をまとめ

た。バルセロナとマドリードの拡張地区プラ



 

 

ンが提出された後に、ビルバオやサン・セバ

スティアン、サバデイでも同様のプランが作

成される。中でも最も直接的な影響が見られ

るのが、1862 年にアマンド・デ・ラサロが作

成したビルバオ拡張計画である。ラサロはプ

ランに添えた説明書の中で、セルダとカスト

ロの業績に敬意を表し、その影響力を明白に

認めている。ラサロは、セルダが示した開い

た正方形の街区形態と同じプロポーション

を有する街区モデルを用いた拡張地区を提

案した。セルダの都市改造の構想は、それぞ

れの街区の形成を促す建築条例や区画整理

の手法といった事業論なしに理解できるも

のではない。どのようなツールで資金を担保

し、建設を実際的に進めていくかという経済

的な基盤をその理論に盛り込んでいたこと

で、新都市像は単なる空間像の提示を超え、

他都市へも容易に伝播しうる総合的な都市

づくりの指針となったと考えられる。 

 

(9) セルダの構想したグリッド市街地は、後

年建て詰まりが進行し、彼の構想とは大きく

異なる様相を呈した。1992 年のオリンピック

開催が決定した 1986 年以降、市はグリッド

市街地の維持修繕を目的とする開発公社

PROEIXAMPLE を創設し、建て替えに際して

中庭部分の違法建築を除去し、新たな公共空

間として整備する政策を推し進めた。 

 

(10)また、セルダの市街地が現代の都市空間

に及ぼしている影響も分析した。歴史的市街

地においても旧工業地においても、セルダ市

街地の道路線がその後の再開発に大きな影

響を与えた可能性が示唆された。また、オリ

ンピックに関連した大規模再開発に際して、

それぞれの都市固有の構造をどのように踏

まえて都市戦略が練られたのかを考察した。

オリンピックの準備期までにインフラが貧

弱だった東京はインフラ事業を再開発の中

心に据えざるを得ず、他方、セルダ計画に基

づいてインフラがすでに整備されており明

確な都市構造を有していたバルセロナは基

盤整備にとどまらない総合的な再開発を行

えたことを指摘した。 
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